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2016年8月  3日 未来への投資を実現する経済対策 
2016年7月29日 日銀の金融政策（2016年7月） 

（No.2,531） 
〈マーケットレポートNo.4,955〉 

2016年8月15日 

■4-6月期はマイナス金利政策の影響から住宅投資

が前期比＋5.0％と前期（同▲0.1％）から大きく

増加したことや、個人消費が同＋0.2％（同

＋0.7％）と2四半期連続のプラスとなったことが全

体を下支えしました。また、2015年度補正予算の

進捗により公共投資も同＋2.3％と高めの伸びとな

りました。 

■一方、外需（純輸出）の前期比寄与度は

▲0.3％と4四半期ぶりのマイナス寄与となりました。

主に財輸出の減少が要因です。 

■4-6月期は熊本地震や英国のEU離脱選択等によ

り成長率が押し下げられたと考えられますが、今後

はこうした要因は落ち着いていくと見られます。一方、

8月2日に閣議決定された総額28兆円超の大型

経済対策の実行とその効果発動や、日銀による更 

■内閣府が15日発表した2016年4-6月期の実質

GDP成長率（一次速報）は前期比0.0％（前

期比年率＋0.2％）となりました。年率ベースでは

2四半期連続のプラス成長となりました。1-3月期

の同＋0.5％（同年率+2.0％）から減速しまし

たが、1-3月期の成長率がうるう年の影響などで押

し上げられており、その反動を除けば4-6月期は底

堅い成長と言えそうです。 

4-6月期は前期比0.0％ 
年率ベースで2四半期連続の増加 

住宅投資や個人消費が増加 
外需（純輸出）はマイナス寄与 

住宅投資や個人消費により、底堅く成長 

大型経済対策や日銀の追加緩和期待により景気は持ち直しへ 

（注）データは2015年4-6月期～2016年4-6月期。 
（出所）内閣府のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【4-6月期実質GDPの需要項目別伸び率、寄与度】 

日本のGDP（2016年4-6月期速報値） 

【実質GDP成長率の推移】 

 なる緩和への期待が続くことが見込まれます。7-9

月期以降は、金融市場の急激な不安定化や海外

景気の変調などがなければ、日本経済は持ち直し

に向かうと思われます。 

（注）データは2016年4-6月期。 
（出所）内閣府のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

▲ 0.4

0.5

▲ 0.4

0.5

0.0

▲ 1.7

2.0

▲ 1.7

2.0

0.2

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

15/4-6 15/7-9 15/10-12 16/1-3 16/4-6

（％）

（年/月期）

前期比

前期比年率

前期比

（％）

寄与度

（％）

国内総生産 0.0 ー

個人消費 0.2 0.1

住宅投資 5.0 0.1

設備投資 ▲ 0.4 ▲ 0.1

民間在庫 ー ▲ 0.0

公共投資 2.3 0.1

純輸出 ー ▲ 0.3
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